
三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります。
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三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
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●各公演とも前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります。

文化のちからで、まちを、ひとを、ゲンキに！

●日時（2回公演）
　2020年12月19日（土） 
　１回目11：00開演
　２回目14：00開演
　（開場は開演の30分前）
●出演
　［小さな音楽会］ 川﨑圭子（うた）

　横山桂子（ピアノ・フルート・キーボード）
　宇野奈津子（ピアノ）
　愛川義夫（クラシックギター）
　［スペシャルサポートメンバー］
　豊國淳子（ウッドベース）
　［スペシャルパフォーマー］　　
　CLOWN CHAPPY
●料金
　おひとり（０歳から一律）…500円
　（当日600円）
　※限定100席　※全席自由
　※電話予約可
　※WEB予約可
　（三股町立文化会館WEBサイト）　
　※�前売にて完売の場合「当日券」は販売

しないことがあります。

●主催／三股町・三股町教育委員会
●会場／三股町立文化会館
　〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2
●お問い合わせ・チケット取扱／三股町立文化会館
　℡0986-51-3462　WEB https://bunka.town.mimata.lg.jp

パクチーを育ててるんだと彼女は嘘をついた
とある地方の寂れた町。結のアパートは町の真ん中からさらに離れたところにある。鉢植えばかりになった小
さな和室にももう慣れた。慣れたというより違和感に悩む余裕がなかった。種まきから収穫まで淡々と、けれ
ども抜かりなく育てる日々。大学の授業も抜かりなくこなす日々。そうしてすべてにおいて抜かりなくやって
いたはずなのに、いつの間にか取り返しがつかないことになっていると気づいたある日。空は曇天の冬、乾い
た田んぼ、つい口ずさんでしまったジングルベル。

■日時
　2020年12月12日（土） 19：00開演※

12月13日（日） 14：00開演
　　　　　　　　　　　 　（開場は開演の30分前）

■ 料金
一般………………… 2,500円
ペアチケット……… 4,300円
ユース(25歳以下)……… 1,800円
※�ペアチケットは、入場券を二枚一

組で販売します。日時指定が別途
必要です

※�ユース(25歳以下)の方の割引には
年齢を確認できる証明書のご提示
が必要です

※�当日券は残席数に応じて販売いた
します。ご入場は開演直前のご案
内となります

■主催／三股町・三股町教育委員会
■会場／三股町立文化会館
　〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2
■お問い合わせ・チケット取扱／三股町立文化会館
　℡0986-51-3462　WEB https://bunka.town.mimata.lg.jp

 ※終演後にトークイベントあり
 ゲスト=永山智行(劇団こふく劇場／劇作家・演出家)
★受付と開場はそれぞれ開演の40分前と30分前からです。

みまた・演劇物産展2020冬
下鴨車窓
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は
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回

さ
れ
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１
年
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な
り
ま
し
た
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特
に
、
新
入
学

生
は
、
卒
業
式
や
入
学
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な
ど
の
節
目
と
な
る

イ
ベ
ン
ト
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中
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な
っ
た
こ
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で
新
生
活
が

始
ま
っ
た
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感
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持
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帰
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で
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友
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懐
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。
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を
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ふ
る
さ
と
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股
・
県
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学
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応

援
事
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し
ま
し
た
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は
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、
調
味
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な
ど
約
２
万
円
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特

産
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る
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も
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い
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。
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ら
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。
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大学に進学し、親元を離れて自立の道を歩み始
めたとはいえ、自分の子どもです。栄養のある食
事はできているのか、風邪を引いてはいないかと
あれこれ心配する気持ちは変わりません。加えて
このコロナ禍です。帰省もさせられないし、こち
らから行くこともできません。子どもと電話で話
はするものの、先の見えない状況にやきもきして
います。
この学生支援事業を知ったとき、良い事業だな
と思いました。ふるさと三股を離れて不安を抱え
る子どもたちにとって、心温まり、勇気づけられ
る支援だと思ったからです。すぐ亮太に連絡しま
した。支援品が届いたと送られてきた写真を見
て、内容の豪華さに私が欲しいと思ったくらいで
す。支援品を受け取った学生もその親も、三股を
感じる特産品と、応援する気持ちに大変感謝して
いると思います。亮太には、いつも感謝の気持ち
を忘れず、いろんなことに挑戦して悔いの残らな
いよう歩み続けてほしいと思っています。亮太を
始め、県外でがんばる学生たちには、支援品に込
められた思いを胸に、それぞれの挑戦を続けてほ
しいと思います。

奥村亮太さんの父

奥
お く

村
む ら

 博
ひ ろ

幸
ゆ き

さん
（三股町東植木在住）

「
内
容
も
量
も
充
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し
て
い
て
と
て
も
う

れ
し
い
」

「
特
産
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で
ふ
る
さ
と
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
し
ば
ら
く
帰
省
で
き
て
い
な
い
の
で
、

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
、気
分
だ
け
で

も
三
股
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
」

学
生
た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
に
は
、

こ
ん
な
喜
び
の
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が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
同
じ
く
ら
い「
ず
っ
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帰
省

で
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て
い
な
い
」「
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ル
バ
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が
で
き

な
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」、「
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友
達
に
会
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」と
い
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
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ル
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不
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た
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な
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当
た
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前
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な
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今
だ
か
ら

こ
そ
、
心
の
距
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は
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わ
っ
て
い
な
い
こ

と
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張
る
学
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を
ま
ち
の
み
ん
な
が
応

援
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
い
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地
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さ
ん
の
思
い
が
た
く
さ
ん
詰

ま
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学
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、
不
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和
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に
な
っ
て
い
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す
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ふ
る
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と
の
応
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を
受
け
な
が
ら
、
た

く
さ
ん
の
経
験
と
成
長
を
積
み
重
ね
た
学

生
た
ち
は
、
き
っ
と
こ
の
ま
ち
の
未
来
を

支
え
る
原
動
力
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の
笑

顔
と
温
も
り
を
作
り
出
し
て
く
れ
る
は
ず

で
す
。

Interview

私は今、琵琶湖がある滋賀県大津市に住んで
います。このコロナ禍の中、大学の授業や日常
生活に不安がたくさんあります。そんなとき、
両親から学生支援事業のことを聞いて驚きまし
た。まさか三股の肉や米を大津で食べることが
できるなんて。学生には本当に心温まる事業で
す。支援品が届いて、その量に更に驚きました。
三股の人の温かさを感じ、三股町出身であるこ
とを誇らしく思いました。将来は、服飾の事業
をしたくて、個人のアパレルブランド「0

オ ク

9.」を
立ち上げました。三股のKIMAMAPRODUCTS
と一緒に布マスクを作成するなど将来の目標に
向かって精進しています。いつか三股のための
事業を展開して恩返しがしたいです。

「学生と保護者からのメッセージ」

滋賀県在住・大学2年

奥
お く

村
む ら

 亮
りょう

太
た

さん
（20歳・東植木出身）

学 生保護者

表
１
か
ら
は
、
平
成
31
年
３
月
の
県
内

高
等
学
校（
全
日
制
・
定
時
制
の
本
科
）

卒
業
者
の
う
ち
、
約
７
割
が
進
学
し
、
約

３
割
が
就
職
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
近
年
の
進
学
率
と
就
職
率
は
、
こ
の

割
合
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

表
２
か
ら
は
、
県
内
就
職
者
は
就
職
者

の
半
数
以
上
を
占
め
、
こ
の
割
合
は
年
々

微
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
内
の
企

業
誘
致
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
、
働
き
方
の

変
化
が
あ
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

奥村亮太さんが個人アパレルブランド「09.」で作成した布マスク

※�

表
１
と
表
２
の
数
値
は
、
今
年
２
月
に
県

が
公
表
し
た
文
部
科
学
省
実
施
の
令
和
元

年
度
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
も
の
で
す
。

県
内
高
校
生
の
進
路
は
？

【表１】平成31年3月の高校卒業者の進路
区　分 人　数 割　合

卒業者数 10,121 ー
進学者数 6,899 68.2%
就職者数 2,943 29.1％
その他 279 2.8%

【表2】若者の進学先・就職先の県内外の内訳
区　分 人　数 宮崎県内 宮崎県外

大学入学者 4,203 1,104 3,099
就職者 2,949 1,708 1,241

※大学入学者は過年度高等学校卒業者を含む
※就職者は進学者のうち就職をしている者を含む

大学でもバスケを頑張っています。目大学でもバスケを頑張っています。目
指せインカレ！（福岡県／ベアーズ）指せインカレ！（福岡県／ベアーズ）

京都の桜の名所、蹴上インクラインに行きました。京都の桜の名所、蹴上インクラインに行きました。
満開の桜がきれいでした。（京都府／ EpN18）満開の桜がきれいでした。（京都府／ EpN18）

コロナが流行る前の昼休憩様子コロナが流行る前の昼休憩様子
（大阪府／らら）（大阪府／らら）

急ピッチで研究と論文の執筆を頑張っ急ピッチで研究と論文の執筆を頑張っ
ています。（鹿児島県／こーすけ）ています。（鹿児島県／こーすけ）

レギュラーとしてプレーしています。レギュラーとしてプレーしています。
（愛知県／バレーボール）（愛知県／バレーボール）

趣味のバイクで都井岬へ！自分には最趣味のバイクで都井岬へ！自分には最
高の場所！（鹿児島県／まーぼー）高の場所！（鹿児島県／まーぼー）

今も和太鼓を続けています。（大阪府／さや）今も和太鼓を続けています。（大阪府／さや）

楽しく工業を学んでいます。楽しく工業を学んでいます。
（千葉県／ミチオ）（千葉県／ミチオ）

首都高速がジェットコースターに見え首都高速がジェットコースターに見え
ました。（埼玉県／もりのくまさん）ました。（埼玉県／もりのくまさん）

愉快な仲間たち（青森県／よーせー）愉快な仲間たち（青森県／よーせー）

町
役
場
へ
届
い
た

県
外
学
生
か
ら
の
便
り

学
生
た
ち
に
日
常
生
活
の
一
コ
マ
を
切
り
取
っ

て
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

勉
強
に
趣
味
に
、頑
張
っ
て
い
ま
す
。

去年の冬にイルミネーションを見まし

去年の冬にイルミネーションを見まし

た。（大分県／内田樹）
た。（大分県／内田樹）

山口県周防大島町の嵩山山頂展。
山口県周防大島町の嵩山山頂展。絶景です。（山口県／まさふみ）
絶景です。（山口県／まさふみ）

届
け
た
い
の
は
、
心
で
す
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戦
後
途
絶
え
て
い
た
梶
山
棒
踊
り
を
昭

和
62
年
に
地
区
の
有
志
で
再
演
。
ま
た
、

平
成
２
年
に
梶
山
棒
踊
り
保
存
会
を
設
立

し
、
平
成
17
年
ま
で
の
15
年
間
に
わ
た
り

会
長
を
務
め
、
伝
統
の
継
承
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
会
長
を
退
い
た
後
も
、
や
ま
の

歌
い
手
を
し
な
が
ら
、
後
世
の
踊
り
子
の

育
成
や
指
導
に
現
在
も
な
お
、
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

都
城
高
等
学
校
在
学
。
第
６
回
九
州

高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会（
団
体

演
武
・
自
由
組
演
武
）に
お
い
て
優
勝
と

い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま

し
た
。 功

労
賞【
芸
術
部
門
】

釘
く ぎ

元
も と

 秀
ひ で

彦
ひ こ

さん

功
労
賞【
体
育
部
門
】

渋
し ぶ

田
た

 晃
こ う

輝
き

さん

長
き
に
わ
た
り
主
に
学
校
通
学
路
に

て
、
率
先
し
て
小
・
中
学
校
な
ど
の
通
学

時
の
街
頭
指
導
や
見
守
り
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
児
童
・
生
徒
を
は
じ
め
通
学
・
通

勤
者
の
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
通
学
路
の
危
険
箇

所
パ
ト
ロ
ー
ル
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
な

ど
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
な
通
学
確
保
に

尽
力
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
交
通
安
全

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

小
鷺
巣
地
区
出
身
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

も
機
会
あ
る
た
び
に
町
へ
の
多
額
の
寄
付

や
奉
仕
な
ど
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
令
和
元
年
、
町
の
さ
ら
な
る
活
性

化
を
願
い
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
る
な
ど
、

未
来
を
担
う
人
材
育
成
を
は
じ
め
、
町
の

発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
賞【
個　
人
】

野
の

中
な か

  功
いさお

さん

善
行
賞【
個　
人
】

大
お お

峰
み ね

  高
たかし

さん

都
城
高
等
学
校
在
学
。
第
６
回
九
州

高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会（
団
体

演
武
・
自
由
組
演
武
）に
お
い
て
優
勝
と

い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま

し
た
。

都
城
高
等
学
校
在
学
。
第
６
回
九
州
高

等
学
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会（
団
体
演

武
）に
お
い
て
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い

成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

功
労
賞【
体
育
部
門
】

功
労
賞【
体
育
部
門
】

前
ま え

田
だ

 琉
りゅう

彗
せ い

さん橋
は し

口
ぐ ち

  匠
たくみ

さん

11
月
３
日
、
町
と
さ
ん
さ
ん
ク
ラ

ブ
三
股
は
、
町
立
文
化
会
館
で
令
和

２
年
度
三
股
町
社
会
福
祉
功
労
賞
等

表
彰
式
を
開
催
し
、
15
人
を
表
彰
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、長
年
に
わ
た
り
、

地
域
社
会
の
福
祉
向
上
や
奉
仕
活
動

の
進
展
に
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
・
団

体
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

な
お
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

竹た
け

村む
ら

弘ひ
ろ

子こ

・
原は

ら

田だ

惠え

津つ

子こ

・
上か

み

西に
し

和か
ず

晴は
る

・
坂さ

か

元も
と

慶け
い

子こ

・
田た

中な
か

光み
つ

寛ひ
ろ

・
西に

し

川か
わ

ま
り
子こ

・
長な

が

倉く
ら

澄す
み

子こ

町
障
が
い
児
者
連
絡
協
議
会
副
会

長
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
つ
き
福
祉
作
業

所
理
事
長　
桒く

わ

畑は
た

貴た
か

志し

永
年
役
員
の
部

轟と
ど
ろ

木き　

博ひ
ろ
し

・
三み

島し
ま

町ま
ち

子こ

・
松ま

つ

山や
ま

茂し
げ

忠た
だ

・
永な

が

山や
ま

龍た
つ

郎ろ
う

・
大お

お

重し
げ

キ
ヨ
子こ

・
善ぜ

ん

家げ

孝た
か

智と
も

・
前ま

え

田だ

利と
し

保や
す

令
和
２
年
度
三
股
町
社

会
福
祉
功
労
賞
等
表
彰

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

町は 11 月３日、令和２年度三股町表彰式を町立文化会館で
開催し、６人を表彰しました。これは、町政の振興や町民福祉
の増進、文化の発展向上などに功績のあった個人、団体を顕彰
するもので、毎年文化の日に表彰式典を行っています。なお受
賞者の皆さんとその功績は次のとおりです（敬称略）。

功績をたたえて
令和２年度 三股町表彰式

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
三
股
会
長
表
彰

令和２年度 三股町表彰式 功績をたたえて
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C U L T U R E

L I B R A R Y

０
歳
か
ら
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
19
日
、
小
さ
な
音
楽
会
の
「
お
い
で

お
い
で X

'm
as X

'm
as

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
０
歳
か
ら
楽
し
め
る
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

出
演
は
、「
小
さ
な
音
楽
会
」
の
川か
わ

﨑さ
き

圭け
い

子こ

（
う
た
）、
横よ
こ

山や
ま

桂け
い

子こ
（
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・

キ
ー
ボ
ー
ド
）、
宇う

野の

奈な

津つ

子こ
（
ピ
ア
ノ
）、
愛あ
い

川か
わ

義よ
し

夫お
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
）の
四
人
を
中

心
に
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
豊と
よ

國く
に

淳じ
ゅ
ん

子こ
（
ウ
ッ
ド

ベ
ー
ス
）、CLO

W
N

 CH
A

PPY

（
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
）
を
迎
え
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

歌
っ
て
、
聞
い
て
、
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

を
文
化
会
館
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

☆
文
化
の
力
で
、
町
を
、
人
を
、
元
気
に
！

お
知
ら
せ
し
た
公
演
は
、
感
染
症
予
防
対

策
を
行
い
、
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
詳
し
く
は
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

京
都
か
ら
劇
団
が
や
っ
て
来
る
！

12
月
12
日
・
13
日
の
２
日
間
、
京
都
の
劇

団
「
下
鴨
車
窓
」
に
よ
る
「
微
熱
ガ
ー
デ
ン
」

が
行
わ
れ
ま
す
。「
下
鴨
車
窓
」は
２
０
０
４

年
に
京
都
を
拠
点
に
創
立
し
、
演
出
家
の
田た

辺な
べ

剛つ
よ
し

さ
ん
を
中
心
に
現
代
演
劇
を
創
作
し

て
い
る
劇
団
で
す
。

15
年
に
は
、
香
港
や
マ
カ
オ
で
の
海
外
公

演
を
果
た
し
ま
し
た
。
田
辺
さ
ん
は
、
05
年

に
劇
作
家
協
会
新
人
戯
曲
賞
を
受
賞
し
、
全

国
で
活
躍
す
る
劇
作
家
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
上
演
す
る
「
微
熱
ガ
ー
デ
ン
」
は
、
16

年
か
ら
全
国
各
地
で
上
演
さ
れ
て
き
た
下
鴨

車
窓
の
代
表
作
で
す
。

物
語
は
、
と
あ
る
地
方
の
寂
れ
た
町
の
、

中
心
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ア
パ
ー
ト

で
、
鉢
植
え
ば
か
り
に
な
っ
た
小
さ
な
和
室

に
住
む
女
、
結
の
お
話
。
出
演
は
、
中な
か

村む
ら

彩あ
や

乃の

、
野の

村む
ら

明あ
か

里り

、
吉よ
し

田だ

知と
も

生き

の
３
人
で
す
。

京
都
の
劇
団
が
三
股
の
町
に
や
っ
て
来
る

め
っ
た
に
無
い
こ
の
機
会
、
洗
練
さ
れ
た
演

劇
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

「 下鴨車窓 」過去の公演

昨年のクリスマスコンサート

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

クリスマスや冬の絵本も
たくさん取り揃えています

木製オルゴールの心温まる音色を
お届けします

皆
さ
ん
は
エ
ッ
グ
ノ
ッ
グ
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
牛
乳
、
ク

リ
ー
ム
、砂
糖
、バ
ニ
ラ
、ナ
ツ
メ

グ
、
ホ
イ
ッ
プ
卵
白
、
卵
黄
で
作

る
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な
飲
み
物

で
、
11
月
か
ら
１
月
の
冬
限
定
で

楽
し
む
、
こ
の
季
節
で
私
が
一
番

好
き
な
飲
み
物
で
す
。
お
店
で
買

う
こ
と
も
で
き
る
し
、
家
庭
で
作

る
こ
と
も
で
き
て
、
寒
い
季
節
が

来
る
と
飲
み
た
く
な
る
の
で
、
日

本
で
い
う
と
お
餅
の
よ
う
に
、
季

節
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
す
。
私

の
家
族
は
、
毎
年
エ
ッ
グ
ノ
ッ
グ

を
作
り
ま
す
。
我
が
家
の
エ
ッ
グ

ノ
ッ
グ
の
作
り
方
は
、
材
料
を
ス

ト
ー
ブ
で
ゆ
っ
く
り
と
加
熱
し
な

が
ら
混
ぜ
る
だ
け
な
の
で
、
家
族

と
語
ら
い
な
が
ら
と
て
も
簡
単
に

作
れ
ま
す
。
ラ
ム
や
バ
ー
ボ
ン
な

ど
お
酒
を
入
れ
て
も
お
い
し
い
の

で
、
作
る
の
も
味
も
子
供
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
飲
み
物
で
す
。

こ
の
冬
は
、
皆
さ
ん
の
家
で
も
家

族
で
エ
ッ
グ
ノ
ッ
グ
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
、
心
も
体
も

温
ま
る
素
敵
な
時
間
を
過
ご
せ
る

は
ず
で
す
。

ぶ
ど
う
の
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　
「
ぶ
ど
う
の
会
」
に
よ
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
お

は
な
し
会
」
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
を
希
望

す
る
人
は
、
図
書
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
定
員
12
組
）

日
時　

12
月
９
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～

手
ま
わ
し
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
調
べ

飫
肥
杉
で
つ
く
ら
れ
た
木
製
オ
ル
ゴ
ー

ル
の
音
色
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
県
内
で

オ
ル
ゴ
ー
ル
の
演
奏
を
行
な
っ
て
い
る
永な
が

山や
ま

明あ
け

美み

さ
ん
を
お
招
き
し
て
、「
手
ま
わ
し

オ
ル
ゴ
ー
ル
の
調
べ
」
を
開
催
し
ま
す
。
時

を
め
ぐ
る
。
を
テ
ー
マ
に
選
曲
さ
れ
た
メ
ロ

デ
ィ
ー
や
詩
の
朗
読
を
お
届
け
し
ま
す
。
参

加
を
希
望
す
る
人
は
、
図
書
館
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員
20
名
）

日
時　

12
月
11
日
（
金
）
午
後
２
時
30
分
～

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

愛あ
い

川か
わ

義よ
し

夫お

さ
ん
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
）、

天あ
ま

野の

る
り
子こ

さ
ん
（
朗
読
・
歌
）
に
よ
る
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
冬
の
詩
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
図
書
館
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員
20
名
）

日
時　

12
月
23
日
（
水
）
午
後
２
時
～

■
休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

読
書
感
想
文
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

三
股
町
読
書
感
想
文
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。
応
募
点
数
は
、
感
想
文

が
１
５
６
点
、
感
想
画
が
１
８
０
点
、
合
計

３
３
６
点
と
た
く
さ
ん
の
作
品
が
集
ま
り
ま

し
た
。
ど
の
作
品
も
本
を
読
ん
で
、
表
現
豊

か
に
作
文
や
絵
に
か
か
れ
て
い
ま
し
た
。
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
最
優
秀
賞

受
賞
者
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

【
感
想
文
の
部
】

小
学
１
年
生	

石い
し

橋ば
し　

和わ

奏か
な（
三
股
小
）

小
学
２
年
生	

月つ
き

野の　

心し

優ず
く （
三
股
西
小
）

小
学
３
年
生	

北き
た

村む
ら　

隼は
や

人と

（
勝
岡
小
）

小
学
４
年
生	

安あ
ん

藤ど
う　

結ゆ
う

貴き

（
三
股
西
小
）

小
学
５
年
生	

北き
た

村む
ら　

聖せ

衣い

（
勝
岡
小
）

小
学
６
年
生	

嶽だ
け

野の　

暖あ
つ

人と

（
三
股
西
小
）　

中
学
３
年
生	

野の

﨑ざ
き　

巴は

菜な

（
三
股
中
）

【
感
想
画
の
部
】

未
就
学   

か
わ
さ
こ 

り
ょ
う
（
三
股
中
央
）

小
学
１
年
生	

薬や
く

丸ま
る　

亜あ

耶や

（
梶
山
小
）

小
学
２
年
生	

德と
く

丸ま
る

諒り
ょ
う

太た

郎ろ
う（
梶
山
小
）

小
学
３
年
生	

久く

場ば　

美み

波な
み（
三
股
西
小
）

小
学
４
年
生	

上う
え

木こ

場ば

結ゆ
い

斗と

（
三
股
小
）

小
学
５
年
生	

日ひ

髙だ
か

優ゆ

恵え

里り

（
三
股
西
小
）

小
学
６
年
生	

安あ
ん

樂ら
く　

光こ
う

翼す
け（
三
股
西
小
）

中
学
２
年
生	

中な
か

村む
ら　

夏か

菜な

（
三
股
中
）

地域おこし協力隊通信 vol.10

三
浦
好
子

厨
房
の
一
点
て
ら
す
紅
つ
ば
き　

師
走
の
余
韻
を
明
る
く
し
た
り

夫
を
呼
ぶ　

渡
り
の
鷹
の
次
つ
ぎ
と
庭
の
真
上
を
流
れ
て
ゆ
け
ば

[

短
歌]  

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
毎
年
、
金
御
岳
に
サ
シ
バ
の
渡
り
を
見
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

家
の
庭
か
ら
も
五
羽
、
十
羽
と
群
れ
て
い
く
サ
シ
バ
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
つ
い
大
声
で
夫
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
こ
三
股

は
渡
り
の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

262

土
井
恵
子

食
卓
に
置
い
た
一
輪
の
つ
ば
き
の
花
は
、
師
走
の
気
ぜ
わ
し
さ
を

和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

『県産品の給食おいしかった』

長田小５・６年生
町では、10 月から 2月までの

間、県産品を使った給食メニュー
を毎週提供しています。撮影で訪
問した日は、宮崎牛とじゃこを
使ったメニューでした。新型コロ
ナの影響で向かい合って食べるこ
とはできませんが、「いつもおい
しいけど、いつもよりおいしい」
といった声も聞かれるなど、一口
食べるごとに、みんなの笑顔が増
えました。

わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

『学びと実りの秋2020』

「作りたいな
エッグノッグ」

だんだんと稲穂が色づき始めた10月上旬。 いつもお世話に

なっているご夫婦にお願いして、稲刈りと掛け干しを経験させて

もらいました。わたしが「やってみたい!」と思ったきっかけは、普

段食べているおいしいお米がどのように作られているのか、見て、

聴いて、自分の手を動かして、 「学びたい」と思ったからです。稲

をどのように掛けていくのか、そもそもなぜ掛け干しにするのか、

疑問に思ったことをどんどん聴いて学びながら、実践させてもら

えた時間に、生産者さんの「想い」や手間ひまかけた「時間」、つく

るための「技」など、〝おいしくいただく〟だけでは見えなかったた

くさんのことを受け取りました。

この秋に経験させてもらえたように、これからも「一緒につく

る」時間を通して三股町の人やモ

ノ、暮らしに実感として触れ、「わが

まち、みまた」の気持ちを育ててい

きたいと思います。

地域おこし協力隊 清
きよ

山
やま

 美
み

咲
さ

さん

ライト・デレック
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10
月
13
日
、民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
福ふ

く

田だ

清き
よ

子こ

さ
ん
と
和わ

田だ

文ふ
み

夫お

さ
ん
が
、社
会
福
祉
功
労
の
県

知
事
表
彰
を
受
け
た
こ
と
を
町
長

に
報
告
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、同
日
に
行
わ
れ
た
県

社
会
福
祉
大
会
で
受
賞
し
た
も
の

で
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、地
域
で
高
齢
者
や
子
育
て
世

帯
の
相
談
窓
口
に
な
る
、登
下
校

時
の
見
守
り
を
行
う
な
ど
の
活
動

を
12
年
以
上
続
け
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、同
大

会
で
は
町
共
同
募
金
委
員
会
が
県

共
同
募
金
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

10
月
22
日
、町
役
場
で
町
と
㈱

テ
レ
ビ
宮
崎
の
防
災
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
、㈱
テ
レ
ビ
宮
崎

が
開
局
50
周
年
を
機
に
、災
害
が

発
生
し
た
と
き
の
規
模
、状
況
お

よ
び
防
災
に
関
す
る
情
報
の
発
信

と
平
常
時
に
お
け
る
災
害
予
防
対

策
を
目
的
に
県
内
全
市
町
村
と
締

結
を
進
め
て
い
る
も
の
で
、本
町

の
締
結
が
県
内
で
３
市
町
村
目
と

な
り
ま
す
。締
結
式
で
は
、木
佐

貫
町
長
が「
近
年
は
規
模
の
大
き

い
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。避

難
情
報
な
ど
を
ま
ち
の
皆
さ
ん
に

迅
速
に
届
け
る
こ
と
で
、早
め
の

避
難
に
結
び
付
け
ら
れ
れ
ば
」と

述
べ
ま
し
た
。

こ
の
防
災
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
定
の
締
結
を
通
し
て
、災
害
に

強
い
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

ＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳ
題話のちま

県
社
会
福
祉
大
会
で
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
受
賞

福ふ
く

田だ

清き
よ

子こ

さ
ん

（
下
新
在
住
）

「
地
域
の
皆
さ
ん
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
今
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
信
頼
を
大
切
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
」

受
賞
者

長
田
小
の
魅
力
を
体
感

長
田
小
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

10
月
23
日
、
長
田
小
学
校
の

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
三
股
小
、
勝
岡

小
、三
股
西
小
校
区
か
ら
、小
規

模
特
認
校
の
長
田
小
へ
の
通
学
を

希
望
す
る
園
児
と
保
護
者
向
け
に

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

参
加
し
た
園
児
と
保
護
者
は
、

学
校
説
明
を
受
け
た
後
、授
業
参

観
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
勉
強

の
方
法
を
５
年
生
か
ら
教
わ
る
な

ど
、学
校
生
活
の
一
部
を
体
験
し

ま
し
た
。ま
た
、帰
り
に
は
全
校

生
徒
に
見
送
ら
れ
る
な
ど
、長
田

小
生
徒
の
心
の
温
か
さ
も
体
験
し

ま
し
た
。

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結

10
月
22
日
、町
役
場
で
町
と
第

一
生
命
保
険
㈱
の
包
括
連
携
協

定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。包

括
連
携
協
定
と
は
、福
祉
、防
災
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
地
域
が
抱

え
る
社
会
課
題
に
、自
治
体
と
民

間
企
業
な
ど
が
お
互
い
の
強
み

を
生
か
し
て
協
力
し
な
が
ら
解

決
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

で
す
。今
回
の
締
結
が
、本
町
で

は
６
件
目
の
包
括
連
携
協
定
の

締
結
と
な
り
ま
し
た
。

締
結
式
で
、
木
佐
貫
町
長
は

「
町
の
魅
力
発
信
の
た
め
、
大
い

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

今
後
は
、同
社
社
員
に
よ
る
特

定
健
診
の
チ
ラ
シ
配
布
で
受
診

率
向
上
を
目
指
す
な
ど
、健
康
増

進
、子
育
て
支
援・保
育
対
策
、高

齢
者
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

10
項
目
で
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

Ｕ
Ｍ
Ｋ
テ
レ
ビ
宮
崎
と
町
で

防
災
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
締
結

｢

三
股
を
目
指
そ
う｣

が
合
言
葉

第
73
回
県
高
等
学
校
演
劇
県
大
会

10
月
30
日
、梶
山
小
の
３
・
４

年
生
が
遠
足
で
町
役
場
を
訪
れ

ま
し
た
。児
童
た
ち
は
、木
佐
貫

町
長
か
ら
町
の
仕
事
に
関
す
る

説
明
を
受
け
た
ほ
か
、町
の
特
産

品
に
つ
い
て
も
勉
強
。ま
た
、議

場
の
見
学
や
屋
上
か
ら
ま
ち
の

景
色
を
一
望
し
、梶
山
小
を
い
つ

も
と
は
違
う
高
さ
か
ら
見
る
な

ど
、町
役
場
や
仕
事
だ
け
で
な
く

ま
ち
の
様
子
を
、メ
モ
を
取
る
紙

に
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
勉
強
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、中
央
公
民
館
や
町

立
図
書
館
、文
化
会
館
も
見
学
し

ま
し
た
。

「
町
役
場
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、ま
ち
を
支
え
て
い
る
場

所
な
ん
だ
と
分
か
り
ま

し
た
」

梶
山
小
３・４
年
生

遠
足
で
町
役
場
な
ど
見
学

福ふ
く

永な
が

晃ひ
か

琉る

さ
ん

（
梶
山
小
３
年
）

参
加
者

Topics

町
か
ら
は
感
謝
状
を
贈
呈

田
中
正
吉
さ
ん
の
油
絵
、町
に
寄
贈

平
成
31
年
３
月
に
逝せ

い

去き
ょ

さ
れ

た
田た

中な
か

正し
ょ
う

吉き
ち

さ
ん
の
油
絵「
虚
像
」

が
町
に
寄
贈
さ
れ
、10
月
27
日
に

町
立
文
化
会
館
で
寄
贈
式
・
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。中
学
校
の

美
術
教
諭
だ
っ
た
田
中
さ
ん
は
、

三
股
中
を
最
後
に
定
年
退
職
。平

成
13
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
町

文
化
協
会
長
を
務
め
る
な
ど
、長

き
に
わ
た
り
町
の
文
化
振
興
に

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た「
虚
像
」は
平
成

９
年
に
都
城
市
美
術
展
で
特
選

田た

中な
か

壽す
え

惠こ

子
さ
ん

（
稗
田
在
住
）

「
何
の
先
入
観
も
な
く
絵
を
見
る
こ
と
で
、
こ

の
絵
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
」

寄
贈
者

に
輝
い
た
作
品
。今
後
は
町
立
図

書
館
内
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

寄贈された油絵「虚像」絵画寄贈式および除幕式故 田中正吉さん

「
上
級
生
が
下
級
生
に
教
え
る
体
制
が
あ
る
こ

と
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。心
も
体
も
成
長
で
き

る
場
所
な
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
」

甲か

斐い

阿あ

里り

沙さ

さ
ん

星ら

ら々

さ
ん

（
西
植
木
在
住
）

参
加
者

Topics

力
作
を
多
数
展
示

令
和
２
年
度
三
股
町
文
化
祭
開
催

11
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、

町
立
文
化
会
館
で
第
73
回
宮
崎

県
高
等
学
校
演
劇
県
大
会
が
開

催
さ
れ
、９
月
の
県
予
選
会
を
勝

ち
抜
い
た
６
校
が
出
場
し
ま
し

た
。高
校
生
た
ち
の
気
持
ち
の
こ

も
っ
た
演
技
は
、客
席
を
笑
い
に

包
む
な
ど
観
客
を
魅
了
。審
査
の

結
果
、県
立
都
城
商
業
高
校
が
九

州
大
会
に
進
み
ま
し
た
。

「
県
予
選
会
と
は
構
成
を
変
更
し
ま
し
た
が
、

私
達
が
伝
え
た
い
こ
と
は
う
ま
く
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

西に
し

谷た
に　

彩さ
や
か

さ
ん

（
宮
崎
東
高
３
年
次
）

宮
崎
東
高
校（
通
信
制
）

演
劇
部
部
長

「
都
農
高
校
が
出
場
す
る
最
後
の
県
大
会
で
し

た
が
、全
員
が
県
予
選
会
よ
り
も
楽
し
く
思
い

切
り
演
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」

河か
わ

野の　

蘭ら
ん

さ
ん

（
都
農
高
３
年
）

都
農
高
校
演
劇
部

部
長

11
月
14
日
・
15
日
の
２
日
間
、

町
武
道
体
育
館
で
、令
和
２
年
度

三
股
町
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の

開
催
が
見
送
ら
れ
た
た
め
、例
年

と
違
い
、町
文
化
祭
の
み
の
開
催

で
し
た
が
、延
べ
２
０
０
０
人
を

超
え
る
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、町
内
の
小
中
学
校

や
幼
稚
園
、保
育
園
、福
祉
施
設

な
ど
の
団
体
や
個
人
か
ら
出
展
さ

れ
た
書
道
、絵
画
や
創
作
物
な
ど

２
７
９
７
点
の
力
作
を
展
示
。来

場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
、芸
術
の

秋
を
彩
り
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
と
毎
年
見
に
来
て
い
ま
す
。絵
を
描
く

こ
と
が
好
き
な
の
で
、
作
品
を
見
て
い
る
だ
け
で

笑
顔
に
な
り
ま
し
た
」

甲か

斐い

久く

美み

さ
ん

優ゆ

衣い

菜な

さ
ん

（
稗
田
在
住
）

来
場
者
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せら知お

愛
の
ご
寄
付

せら知お

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
障
害
に
対
す
る
県

民
の
理
解
を
深
め
、
障
害
者
の
社
会
参
加

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に「
宮
崎
県
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
日
＝
５
月
９
日（
日
）

●��

場
所
＝
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

●�

参
加
資
格
＝
県
内
に
住
み
、
13
歳
以
上

（
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
）の
人
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
人
。

①�

身
体
の
部
＝
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
。

②�

知
的
の
部
＝
療
育
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず

る
障
害
が
あ
る
人
。

③�

精
神
の
部
＝
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
障
害
が
あ
る
人
。

●�

申
込
期
限
＝
１
月
22
日（
金
）

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

☎
52
－
９
０
６
１

年　
末

【
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
収
集
最
終
日
】

●
燃
え
る
ご
み
＝
12
月
29
日（
火
）

●
燃
え
な
い
ご
み
＝
12
月
24
日（
木
）

●�

資
源
ご
み（
空
き
缶･

瓶
）＝
12
月
17
日（
木
）

●�

資
源
ご
み（
白
色
ト
レ
イ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

＝
12
月
10
日（
木
）

※�

①
き
ち
ん
と
分
別
し
て
②
指
定
ご
み
袋

に
入
れ
て
③
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
個
人
に
よ
る
搬
入
最
終
日
】

燃
え
る
ご
み
＝
12
月
30
日（
水
）

●
場
所
＝
都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

●�

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時
30
分

※
ご
み
処
理
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
。

・
家
庭
ご
み
＝
50
㌔
ご
と
に
２
５
０
円

・
事
業
ご
み
＝
１
０
０
㌔
ご
と
に
５
０
０
円

埋
め
立
て
ご
み
・
資
源
ご
み（
紙
類
・
空

き
缶
・
瓶
・
白
色
ト
レ
イ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

＝
12
月
30
日（
水
）

●
場
所
＝
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

●�

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時
30
分

※�

各
施
設
と
も
年
末
は
特
に
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
事
前
に
分
別
を
し
っ
か
り

行
っ
て
、
円
滑
な
ご
み
処
理
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

年　
始（
令
和
３
年
）

【
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
収
集
開
始
日
】

●
燃
え
る
ご
み
＝
１
月
４
日（
月
）

●
燃
え
な
い
ご
み
＝
１
月
28
日（
木
）

●�

資
源
ご
み（
空
き
缶･

瓶
）＝
１
月
21
日（
木
）

●�

資
源
ご
み（
白
色
ト
レ
イ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

＝
１
月
14
日（
木
）

【
個
人
に
よ
る
搬
入
開
始
日
】

�

燃
え
る
ご
み
＝
１
月
４
日（
月
）か
ら
平

常
ど
お
り

●�

場
所
＝
都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

埋
め
立
て
ご
み
・
資
源
ご
み（
紙
類
・
空

き
缶
・
瓶
・
白
色
ト
レ
イ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

＝
１
月
４
日（
月
）か
ら
平
常
ど
お
り

●�

場
所
＝
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝

環
境
水
道
課 

環
境
保
全
係

☎
52
－
９
０
８
２

都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
45
－
６
６
７
７

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

☎
52
－
５
４
２
４

※�

都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
も
、
燃

え
な
い
ご
み
や
資
源
ご
み
の
ほ
か
、
再

利
用
で
き
る
家
具
や
、
使
用
可
能
な
自

転
車
な
ど
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
36
－
３
９
０
０

【
し
尿
処
理
】

●�

電
話
受
け
付
け
＝
12
月
23
日（
水
）ま
で

●�

最
終
収
集
日
＝
12
月
28
日（
月
）ま
で

●�

年
始
業
務
開
始
＝
１
月
４
日（
月
）か
ら

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝

㈱
都
城
北
諸
地
区
清
掃
公
社

☎
38
－
０
２
３
４

私
た
ち
が
毎
日
使
う
水
道
水
は
、
高
い

安
全
性
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、「
濁
り
・

臭
気
・
塩
素
の
残
留
効
果
」に
つ
い
て
、

１
日
１
回
以
上
検
査
を
実
施
す
る
よ
う

水
道
法
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
町
で
は
水
質
検
査
を
行
う
た

め
の
水
質
検
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

  

な
お
、
こ
の
水
質
検
査
は
１
回
５
分
程

度
の
検
査
を
１
年
を
通
し
て
毎
日
欠
か
さ

ず
行
い
、
毎
月
１
回
検
査
状
況
を
報
告
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●�

募
集
人
員
＝
第
３
地
区
１
名
、
第
４
地

区
１
名
、第
５
地
区
２
名
、第
６
地
区
１

名
、第
８
地
区
１
名
、第
９
地
区
１
名

●�

検
査
方
法
＝
目
視
で
の
色
・
濁
り
の

有
無
、
臭
気
の
有
無
、
検
査
キ
ッ
ト
を

使
っ
た
残
留
塩
素
測
定 　

※
１
回
の
検
査
時
間
は
５
分
程
度
で
す
。

●�

検
査
場
所
＝
各
検
査
員
の
自
宅
。
普
段

使
用
し
て
い
る
水
道
水
を
採
取
し
て
検

査
し
ま
す
。

●
報
償
額
＝
月
額
６
０
８
３
円（
税
別
）

●�

契
約
期
間
＝
令
和
３
年
４
月
１
日
～
令

和
４
年
３
月
31
日（
１
年
間
）

※�

２
年
を
限
度
と
し
て
契
約
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

申
込
方
法
＝
環
境
水
道
課 

上
水
道
係

へ
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

●
申
込
期
限
＝
１
月
29
日（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

環
境
水
道
課 

上
水
道
係

☎
52
－
９
０
８
１

ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
な
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以
下「
ス
マ
ホ
」と
い
い

ま
す
。）を
使
っ
て
、自
宅
で
確
定
申
告
書

の
作
成
か
ら
送
信
ま
で
行
え
ま
す
。

ま
た
、
ス
マ
ホ
専
用
画
面
か
ら
申
告
で

き
る
範
囲
が
広
が
っ
た
の
で
、
よ
り
便
利

に
な
り
ま
し
た
。ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告

に
は
、次
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

・
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
申
告

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
と「
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
」が
必
要
で
す
。

・
ス
マ
ホ
か
ら
の
申
告

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」と「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
読
取
機
能
を
搭
載
し
た
ス
マ

ホ
」が
必
要
で
す
。

②
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

事
前
に
税
務
署
で
、
本
人
確
認
を
行
っ

た
後
に
発
行
さ
れ
る「
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
」が
必
要
で
す
。

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
を
希
望
す

る
人
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
を
持
っ
て
税
務
署
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

今
年
中
に
住
宅
を
ロ
ー
ン
で
購
入
ま
た

は
増
改
築
し
、
入
居
し
て
い
る
人
は
個
人

で
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
還
付
が
あ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
次
の
日
時
で
確
定

申
告
書
の
作
成
会
を
行
い
ま
す
。
参
加
に

は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

●�

期
日
＝
２
月
12
日（
金
）、15
日（
月
）

●�

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

●
会
場
＝
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
税
務
署

☎
22
－
４
３
７
７（
自
動
音
声
案
内
）

都
城
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
は
、

65
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
運
転

力
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
診
を
受
診

す
る
と
、
日
ご
ろ
気
が
付
か
な
い
運
転
の

癖
や
苦
手
な
こ
と
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ら
れ
、
安
全
運
転
へ
の
意
識
が
さ
ら
に

高
ま
り
ま
す
。
認
知
症
予
防
の
た
め
に
も

安
全
に
運
転
で
き
る
期
間
を
延
ば
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
運
転
力
健
診
っ
て
何
を
す
る
の
？

①
自
動
車
学
校
で
の
運
転
診
断

教
習
所
で
実
際
に
運
転
し
、
指
導
員
と

機
械
が
測
定
を
行
い
ま
す
。
測
定
の
結
果

か
ら
、
安
全
運
転
に
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。

②
日
常
の
運
転
診
断

自
家
用
車
の
シ
ガ
ー
ラ
イ
タ
ー
ソ
ケ
ッ

ト
に
端
末
装
置
を
装
着
し
、
日
ご
ろ
の
運

転
状
況
を
診
断
し
ま
す
。

●�

参
加
費
用
＝
無
料

（
ス
ク
ー
ル
ま
で
の
往
復
の
交
通
費
は

除
く
）

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

☎
58
－
３
５
１
１

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
に
は
、

「
登
録
」が
必
要
で
す
。令
和
３
年
度
分
の

登
録
を
希
望
す
る
家
庭
は
、
新
規
・
継
続

を
問
わ
ず
、必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
児
童
＝
次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①�

放
課
後
に
就
労
な
ど
で
保
護
者
が
不
在

と
な
る
児
童

②�

保
護
者
が
就
学
・
疾
病
・
看
護
・
出
産

（
育
児
休
業
の
場
合
を
除
く
。）な
ど
で
、

健
全
育
成
上
支
援
を
要
す
る
児
童

※�

低
学
年
の
児
童
を
優
先
し
ま
す
。
ま

た
、
保
護
者
の
責
任
で
送
迎
し
て
く
だ

さ
い
。

●�

登
録
申
請
方
法
＝
次
の
書
類
を
、
登
録

を
希
望
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
書
類
は
、
12
月
14
日（
月
）

か
ら
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
予

定
で
す
。

①
三
股
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
請
書

②
就
労
証
明
書
ま
た
は
入
会
要
件
申
立
書

●�

申
請
期
間
＝
１
月
４
日（
月
）
～
１
月

30
日（
土
）

●
利
用
で
き
る
日
時
・
利
用
料
金
＝

●�

利
用
で
き
な
い
日
＝
日
曜
、
祝
日
、
年

末
年
始（
12
月
29
日
～
翌
年
１
月
３
日
）

そ
の
他
、
台
風
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
で
学
校
が
休
校
の
場
合
な
ど
。

寄
付
者
一
覧

10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人 

三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●�

忌
明
寄
付

●�

一
般
寄
付

株
式
会
社 

都
城
北
諸
地
区
清
掃
公
社	

　
　
代
表
取
締
役 

福ふ
く

島し
ま

俊と
し

郎ろ
う

……
…

５
万
円

●�
登
録
で
き
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
＝
ご

自
宅
近
く
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
登

録
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
新
一
年
生
か

ら
優
先
に
、
住
所
や
保
護
者
の
就
労
状

況
な
ど
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
た
め
、

必
ず
し
も
希
望
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

へ
登
録
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

●�

入
会
承
認
＝
２
月
中
旬
以
降
に
、
各
児

童
ク
ラ
ブ
か
ら
の「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
入
会
承
認
通
知
書
」ま
た
は「
入
会

不
承
認
通
知
書
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●�

児
童
ク
ラ
ブ
一
覧
＝
町
公
式
サ
イ
ト
で

確
認
ま
た
は
福
祉
課
児
童
福
祉
係
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課 

児
童
福
祉
係

☎
52
－
９
０
６
０

ま
た
は
各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
で

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

立た
て

山や
ま

湧よ
う

子こ

子

博ひ
ろ

志し

61

勝
岡

３
万
円

中な
か

原は
ら

マ
ス

夫

義よ
し
秋あ

き

93

上
米

５
万
円

𠮷よ
し

川か
わ

勇ゆ
う

二じ

郎ろ
う

母

ミ
チ
子こ

91

中
米

３
万
円

佐さ

土ど

平び
ら

重し
げ

子こ

母
田た
村む

ら
ミ
ツ
エ

99

東
原

３
万
円

宮み
や

里ざ
と

芳よ
し

治は
る

妻

フ
ミ
子こ

82
小
鷺
巣
３
万
円

成な
り

山や
ま

か
ず
子こ

夫

義よ
し

廣ひ
ろ

74
小
鷺
巣
２
万
円

盛も
り

田た

敏と
し

郎ろ
う

母

サ
キ
子こ

94
小
鷺
巣
３
万
円

第
20
回
宮
崎
県
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
出
場
者
を
募
集

し
ま
す

年
末
年
始
の
ご
み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

競技種目 身体の部 知的の部 精神の部
陸上競技 ○ ○

水泳 ○ ○

卓球 ○ ○ ○

アーチェリー ○

フライングディスク ○ ○

ボウリング ○

バレーボール ○

ミニバレーボール ○

グラウンド・ゴルフ ○

ボッチャ ○

水
質
検
査
員
を
募
集
し
ま
す

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら

ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ

住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
人
向
け

の
確
定
申
告
書
作
成
会
を
開
催

し
ま
す

運
転
力
健
診
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か

令
和
3
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
ご
案
内

開
設
日

利
用
時
間

利
用
料
金

月
曜
日
～

　

金
曜
日

午
後
２
時
～

午
後
６
時
30
分

月
額
３
０
０
０
円

土
曜
日
、

学
校
休
業
日

午
前
８
時
～
午
後

６
時
30
分
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子
育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。

育
児
を
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

地
域
の
人
に
甘
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
一
人

で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
だ
け
で
も
来
て

く
だ
さ
い
。

一
時
的
な
託
児
や
保
育
施
設
へ
の
送
迎

な
ど
、
困
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
の
育
児
の
お
手
伝
い
を
し
て
下
さ
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

時
間
、
預
か
る
子
ど
も
の
年
齢
な
ど
、

活
動
内
容
は
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

講
習
会
で
基
本
的
な
知
識
を
身
に
付
け

て
か
ら
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●�

日
時
＝

２
月
17
日（
水
）

　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
３
時
30
分

２
月
18
日（
木
）

　
午
前
８
時
50
分
～
11
時

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
元
気
の
杜
」

●�

内
容
＝
保
健
師
、
小
児
科
医
、
臨
床
心

理
士
、
管
理
栄
養
士
、
保
育
士
、
消
防

士
に
よ
る
講
習

●
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

た
ん
ぽ
ぽ　
☎
51
－
５
６
８
８

※�

短
時
間
に
分
け
た
受
講
や
託
児
希
望
は

ご
相
談
下
さ
い
。

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

●
定
員
＝
7
組（
要
予
約
）

子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
の
サ
ー
ク
ル

「
い
も
ん
子
ク
ラ
ブ
」と
手
遊
び
や
製
作

を
通
し
て
触
れ
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
12
月
17
日（
木
）　

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
定
員
＝
７
組（
要
予
約
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ふ
わ
ふ
わ

布
絵
本
の
会
」の
手
作
り
の
作
品
を
使
っ

た
お
は
な
し
会
で
す
。

●
期
日
＝
12
月
22
日（
火
）　

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
場
所
＝
大
会
議
室

●
定
員
＝
15
組（
要
予
約
）

誕
生
日
の
お
友
達
を
み
ん
な
で
お
祝
い

し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
１
月
12
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
お
き
な
木
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

●
期
日
＝
１
月
14
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
定
員
＝
７
組（
要
予
約
）

当
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
近
所
で
助
け
合
う

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
す
。（
保
護
者
同
伴
が

原
則
）。

開
放
日
は
、
月
～
金
曜
の
午
前
９
時
～

正
午
と
、
午
後
１
時
～
３
時
で
す
。
開
放

日
に
合
わ
せ
て
、
毎
月
楽
し
い
行
事
や
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト
で
も
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
遊
べ
る
場
所
を
探
し
て
い

る
、
お
友
達
を
つ
く
り
た
い
」お
母
さ
ん

は
、ぜ
ひ
親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
12
月
15
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」大
会
議
室

●
定
員
＝
15
組（
要
予
約
）

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
先
生

と
一
緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
12
月
16
日（
水
）・１
月
13
日（
水
）

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●�

期
日
＝
１
月
７
日（
木
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
令
和
元
年
12
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル

※�

希
望
者
に
は
、
栄
養
相
談
や
お
っ
ぱ
い

相
談
も
実
施
し
ま
す
。
お
っ
ぱ
い
相
談

希
望
者
は
タ
オ
ル
３
枚
程
度
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●�

期
日
＝
12
月
18
日（
金
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
平
成
31
年
２
～
３
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

質
問
票
、タ
オ
ル

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
心
理
相
談
、
歯
科
相

談
、栄
養
相
談
も
実
施
し
ま
す
。

●�

期
日
＝
12
月
24
日（
木
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
平
成
29
年
５
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

質
問
票
、検
尿

※
内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
、
心
理
相
談
、
こ
と
ば

の
相
談
、栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

祉福と健保 祉福と健保

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  
☎
51
－
５
６
８
８

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き

と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
で
は
地
域

住
民
が
自
主
的
に
運
営
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
活
動
の
１
つ
で
あ
る「
こ
け
な
い
か

ら
だ
体
操
講
座
」を
紹
介
し
ま
す
。こ
け
な

い
か
ら
だ
体
操
と
は
、
重
さ
調
整
の
可
能

な
お
も
り
を
つ
け
て
、
童
謡
な
ど
の
音
楽

に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
と
行
う
体
操
で
す
。

現
在
、
左
表
の
よ
う
に
、
町
内
の
16
地
区

で
、全
20
の
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
健
診（
１
歳
児
の
み
）

※�

時
間
外
の
場
合
は
、
留
守
番
電
話
に
お

名
前
と
電
話
番
号
を
残
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
ス
ト

レ
ッ
チ
、
音
楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
、
歩
く

動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
12
月
21
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
運
動
靴
、
タ
オ

ル
、水
分

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
が
ん

を
患
い
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
命
を
落

と
し
て
い
ま
す
。
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
を

下
げ
る
た
め
に
は
定
期
的
な
検
診
に
よ
る

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
、
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

※�

検
診
車
が
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
来
て
、

検
診
車
の
中
で
受
け
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診（
子
宮
頚
部
の
細
胞
診
）

●�

対
象
者
＝
20
歳
以
上
で
和
暦
で
奇
数
年

生
ま
れ
の
女
性

●�

日
程
＝
12
月
23
日（
水
）、２
月
２
日（
火
）

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

●
個
人
負
担
料
金
＝
１
５
０
０
円

※�

受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。受
診
を
希

望
す
る
人
は
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。そ
の
他

の
町
で
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診
な
ど

に
つ
い
て
は
、町
公
式
サ
イ
ト
に
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
か
か
り
つ
け
医
へ
の
相
談
●
乳
幼
児
健

診
・
予
防
接
種
●
生
活
習
慣
病
の
健
診
・

受
診
●
が
ん
検
診　

　

乳
幼
児
の
予
防
接
種
を
遅
ら
せ
る
と
、

免
疫
が
つ
く
の
が
遅
れ
、
重
い
感
染
症
に

な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。ま
た
、生
活

習
慣
病
や
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
定
期

的
な
健
診
と
適
切
な
受
診
が
必
要
で
す
。

健
康
が
気
に
な
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
か
か

り
つ
け
医
に
早
め
に
相
談
し
、
健
診
は
予

定
通
り
受
け
ま
し
ょ
う
。不
安
な
こ
と
、分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け

医
や
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

１
歳
６
か
月
児
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

一　
般

子
ど
も

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  
☎
52
－
８
６
３
４・９
０
６
３

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

友
達
つ
く
ろ
う
！
一
緒
に
あ
そ
ぼ
う
！

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

お
は
な
し
会

３
歳
児
健
診

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

子
宮
が
ん
の
集
団
検
診
を
実
施

し
ま
す

こ
け
な
い
か
ら
だ
体
操
講
座
を

ご
存
知
で
す
か
？

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

誕
生
会（
12・１
月
生
ま
れ
の
お
友
達
）

ま
か
せ
て
会
員
の
養
成
講
習
会

を
行
い
ま
す

も
し
か
し
て
、控
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

こけないからだ体操講座
地区 団体名 講座日程 場所

山王原 山王原体操クラブ 毎週木曜日
午前９時30分 山王原児童館

上米 新ちゃんサロン 毎週月曜日
午前10時 上米個人宅

上米 令和サロン 毎週水曜日
午後１時30分 上米児童館（精米所前）

谷 サロン谷処（たんどころ）第２・４土曜日午前10時 元うぇりんぐデイサービス
谷 デイサービス利用者 随時 うぇりんぐデイサービス　ココ
寺柱 サロンさくら 毎週水曜日

午前９時 寺柱コミュニティセンター

田上 田上グランドゴルフ 第１・３木曜日
午前10時30分 田上集落センター

梶山 あじさいの会 毎週土曜日
午後２時 山田集落館

餅原 餅原元気会 毎週金曜日
午前10時 餅原研修館

前目 はつらつ会（休止中） 毎週月曜日午前10時 前目営農研修館

前目 のぞみ 毎週月曜日
午後１時30分 前目営農研修館

勝岡 勝岡高齢者クラブ 毎週木曜日
午前９時 勝岡コミュニティセンター

蓼池 蓼池地区高齢者他 第２・４火曜日
午前10時 たでいけ至福の園

三原 三原地区高齢者 月２回、水曜日
午前10時 三原コミュニティセンター

中原 サロン花の会 毎週土曜日
午前10時 中原個人宅

下新 下新サロンいつまでも 毎週火曜日
午前10時30分 7地区分館

東原 第8地区健康教室 毎週木曜日
午前９時30分 8地区分館

稗田 ふれあいサロン稗田 毎週水曜日
午前10時 稗田コミュニティセンター

稗田 稗田6支部ふれあいサロン 毎週水曜日
午前10時 稗田個人宅

東植木 サロンみどり 毎週木曜日
午後１時30分 9地区分館

※町内在住の人は誰でも利用できます。
※�現在休止中のところもありますので、利用希望の人は、町地域
包括支援センター（☎52−8634・9063)までご相談ください。

足もと元気教室
●日程＝12月15日～１月14日までの分
地区名 時　間 場　所 日　程

1地区 午前９時30分～11時 第1地区分館 12月18日（金）

2地区 午後１時30分～３時 2地区交流プラザ １月７日（木）

3地区 午後１時30分～３時 第3地区分館 １月14日（木）

4地区 午前９時30分～11時 第4地区分館 12月16日（水）

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 12月17日（木）

蓼池 午前９時30分～11時 蓼池児童館
12月17日（木）

１月14日（木）

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター １月６日（水）

餅原 午前９時30分～11時 餅原営農研修館 12月21日（月）

三原 午後１時30分～３時 三原コミュニティセンター 12月16日（水）

中原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
12月23日（水）

１月13日（水）

下新 午前９時30分～11時 第7地区分館 １月８日（金)

8地区 午前９時30分～11時 第8地区分館 12月25日（金）

9地区 午後１時30分～３時 第9地区分館
12月23日（水）

１月13日（水）

●準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※12月1日～14日の日程は、『広報みまた』先月号をご確認ください。
※�新型コロナウイルス感染症対策として、12月以降の日程につ
きまして、足もと元気教室の開催を中止する場合もあります。
参加される場合は、事前に町地域包括支援センターまでご確認
ください。
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（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第17位／令和2年９月30日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

43
歳　
Ｅ
・
Ｔ

「
命
の
尊
さ
を
忘
れ
ず
に
」②
（
全
３
回
）

５
カ
月
後
、
裁
判
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
被
害
者
や
被
害
者
ご
遺
族
の
こ

と
を
考
え
る
と
不
安
や
恐
怖
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
が
、
被
害
者
ご
遺
族
に
謝
罪
の
手

紙
、
そ
し
て
ご
遺
族
の
ご
自
宅
で
直
接
お

焼
香
、
お
参
り
、
謝
罪
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
被
害
者
ご
遺
族
は

私
の
謝
罪
を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
ば
か
り

で
な
く
、
今
後
の
人
生
の
事
ま
で
心
配
し

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
申
し
訳
な
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
裁
判
の
意
見
陳
述
で
は
、
故

人
と
の
思
い
出
と
と
も
に
、
私
へ
の
憎
し

み
が
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
私
は
あ
な

た
を
一
生
許
し
ま
せ
ん
。」と
い
う
言
葉
を

聴
い
た
時
は
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。

禁
錮
１
年
８
月
の
判
決
を
受
け
、
私
は

受
刑
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
事
件
直
後

か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
自
分
の
こ
と
し

か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
族
や
知

人
達
は
自
分
の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
る

の
か
、
社
会
的
地
位
を
失
っ
て
し
ま
い
、

今
後
の
人
生
は
ど
う
な
る
の
か
、
受
刑
生

活
が
始
ま
っ
て
も
自
分
の
こ
と
ば
が
り
を

考
え
、
亡
く
な
ら
れ
た
被
害
者
の
方
や
ご

遺
族
の
こ
と
を
あ
ま
り
考
え
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
市
原
刑
務
所
で
被

害
者
の
ご
遺
族
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が

あ
り
、
よ
う
や
く
ご
遺
族
の
心
情
を
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
加
害
者
は
い
つ
か
刑
期
が
終
わ
り
出

所
し
、
事
件
を
起
こ
す
前
と
変
わ
ら
ず
に

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

贖いとは、罪を償うという意味。

　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさ
ないよう、心の戒めにしていただきた
いと思います。

〔（一財）東京交通安全協会提供〕

休日急患診療機関くらしのカレンダー

情のしらく　 報情のしらく 報

〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

12月25日(金)は納期限です
納期限内に納付しましょう。
●国民健康保険税（第6期）

口座振替は 12 月 25 日 ( 金 ) が振替日です。また、再振
替は令和 3 年１月 12 日 ( 火 ) に行います。前日までに預貯
金口座の残高確認をお願いします。

解約などで口座振替ができなかった場合は、「口座振替
不能用の納付書」を送付します。納付書に記載されている
納付場所で納めてください。
■お問い合わせ＝納税管理係☎52－9635

「納税相談」をご利用ください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事

故、病気や失業など、やむを得ない特別な事情があって納

期限内に納められないときは、印かんをお持ちの上、早め
にご相談ください。年度を繰り越す滞納とならないよう
に、各種納税相談を受け付けます。なお、夜間・休日の相談
を希望する人はお問い合わせください。
■お問い合わせ＝特別収納対策係☎52－9634

償却資産申告書を送付します
地方税法の規定により、償却資産の所有者は、毎年 1 月

1日現在の償却資産所有状況を、1月31日までに申告する
ことになっています。該当する償却資産の所有者には、申
告に必要な書類を 12 月末までに送付します。期限までに
申告書の提出をお願いします。申告書が届かなかった場合
は、ご連絡ください。
■お問い合わせ＝資産税係☎52－9636

税のお知らせ ● 税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和2年11月1日現在） ◦男／11,850人◦女／13,585人◦合計／25,435人（前月比＋１人）
◦世帯数／10,447戸（+７戸）◦出生／22人◦死亡／19人◦転入／65人◦転出／67人

前回、三股の名の起源に関わる水
みな

俣
また

という駅名の紹介をしま
した。これは平安時代に編さんされた『延

えん

喜
ぎ

式
しき

』（法令集、全 50
巻）巻 28 兵

ひょう

部
ぶ

省
しょう

の諸
しょ

国
こく

駅
えき

伝
てん

馬
ま

条
じょう

に記載されており、前回の推
定図は『宮崎県史 通史編古代２』でなされたものです。水俣駅
は都城市山之口町を候補地としています。
ただ、県内で官道や駅

はゆ

馬
ま

・伝
てん

馬
ま

に関する発掘調査事例はわず
かで、あくまで推定の域を出ていません。結局は『延喜式』巻
28 には駅名が列記してあるだけで、詳しい場所が記されては
いないからです。
その後、「水俣」は「三

み

俣
また

」という地名で登場します。それは、
鎌倉時代の史料である建

けん

久
きゅう

８年（1197）作成の図
ず

田
でん

帳
ちょう

で、そこ
に日向国諸

もろ

県
かた

郡の一
いち

円
えん

荘
しょう

に、三俣院 700 町とあります。院とは、
租税のために集められた物資等を収納するために設置された
「倉院」からきたもので、これが行政区画の名称になったとされ
ています。三俣院については、次回で若干の補足を行います。
●お問い合わせ＝生涯学習係　☎52−9311

※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更
する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜
間急病センター☎36-8890まで）。なお歯科については☎25-4100にお
問い合わせください。

日 病院名 町　名 電話番号

６ 日

山内小児科医院（小） 上 町 ☎22-0048
ゆうクリニック（内） 広 原 町 ☎46-6100
隅病院（内・胃） 高 崎 町 ☎62-1100
福島外科胃腸科医院（外・胃・整） 都 北 町 ☎38-1633
ならはら皮膚科医院（皮） 志比田町 ☎22-1455
永吉眼科医院（眼） 姫 城 町 ☎22-1530

13 日

ふくしまクリニック（内・消・小） 下 川 東 ☎46-5001
森山内科・脳神経外科（内） 南鷹尾町 ☎21-5000
佐々木医院（内） 高 崎 町 ☎62-1103
柳田病院（脳・外） 東 町 ☎22-4862
きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） 吉 尾 町 ☎38-7300
武田産婦人科医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎22-0336

20 日

政所医院（小・内） 高 城 町 ☎58-2171
伊達クリニック（内・循） 牟 田 町 ☎36-7088
長倉医院（内） 三 股 町 ☎52-2109
三州病院（外・胃・内） 花 繰 町 ☎22-0230
もちお蛯原医院（整・形） 簑 原 町 ☎21-5355
吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） 鷹 尾 ☎21-4133

27 日

共立医院（内・小） 蔵 原 町 ☎22-0213
鵜木循環器内科医院（循・内） 花 繰 町 ☎26-0008
坂田医院（内・消・胃） 三 股 町 ☎51-2003
仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛） 志比田町 ☎25-7712
いき形成外科ひふ科クリニック(形・皮) 年 見 町 ☎45-0020
小山田眼科医院（眼） 松 元 町 ☎22-0710

29 火

原田医院（内・小・外） 郡 元 町 ☎26-3330
田口循環器科内科クリニック（内） 下 川 東 ☎24-0600
ライフクリニック（内） 安 久 町 ☎39-2525
川畑医院（外・胃） 年 見 町 ☎46-3225
江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） 三 股 町 ☎51-1122
丸田病院（産・婦） 八 幡 町 ☎23-7060

30 水

有馬医院（内・小） 上長飯町 ☎23-2610
松山医院（内・呼・リウ） 上 川 東 ☎24-1046
みしま内科クリニック（内・循）三 股 町 ☎51-8100
都北ごとうクリニック（外・消・呼・乳・肛） 都 北 町 ☎38-6060
寺本整形外科医院（整） 北 原 町 ☎22-1171
西浦医院（耳鼻） 松 元 町 ☎22-0715

31 木

早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） 早 水 町 ☎36-6117
宮永病院（内・胃・外） 松 元 町 ☎22-2015
大岐医院（内・胃） 山之口町 ☎57-2025
都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳） 下 川 東 ☎80-4313
速見泌尿器科医院（泌） 妻ケ丘町 ☎24-8344
やの耳鼻咽喉科（耳鼻） 吉 尾 町 ☎27-5222

★コロナウイルス対策により、急遽休館になる場合があります。ホームページでご確認ください。

町史へのいざない
三股地名の発祥②

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
可燃物 可燃物

６ ７ ８ ９ 10 11 12
可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル

可燃物

13 14 15 16 17 18 19
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物

20 21 22 23 24 25 26
可燃物
図書館休館日

可燃物 不燃物 可燃物

27 28 29 30 31
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日 図書館休館日 図書館休館日

12月 12月

薩摩国・日向国・大隅国図田帳写薩摩国・日向国・大隅国図田帳写
三俣院七百丁（町）とある（都城島津邸所蔵）三俣院七百丁（町）とある（都城島津邸所蔵）
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お手数ですが
63円切手を
貼ってお出し
ください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

期日＝開催未定
次回のみまたん駅前よかもん朝市 

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係 行

2020.12　vol.604

※�

先
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
が
定
休
日
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
間
違
え
の
無
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
12
月
31
日
は
営

業
し
ま
す
。）

●
い
つ
も
と
違
う
冬
！

今
年
の
冬
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
い
つ
も
と

は
違
う
年
末
を
皆
さ
ん
過
ご
さ
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
人
数
で
過
ご
す
こ
と
な
く
お
う
ち
時

間
が
増
え
た
今
、
家
族
で
お
餅
を
つ
い
た

り
、
年
越
し
そ
ば
を
打
っ
て
み
た
り
、
古

き
良
き
日
本
の
風
習
を
楽
し
み
な
が
ら
新

し
い
年
を
迎
え
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
よ
か
も
ん
や
で
は
、
例
年
、
町

内
産
の
も
ち
米
や
そ
ば
粉
を
販
売
し
て
お

り
ま
す
の
で
気
に
な
る
人
は
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。
毎
年
県
外
か
ら
も
ご
注

文
を
い
た
だ
い
て
い
る
そ
ば
粉
や
も
ち
米
、

お
す
す
め
で
す
！
　
そ
し
て
、
も
う
一
つ

年
の
瀬
に
す
る
こ
と
と
い
え
ば
暮
れ
の
ご

挨
拶
。
ど
ぶ
ろ
く
、
ご
ま
や
ヤ
マ
メ
の
甘

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
140

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信

ん
じ
ゃ
様

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

定
休
日
／
毎
週
木
曜
日

今
市
在
住 

山や
ま

下し
た 

俊と
し

一か
ず（

78
）さ
ん

地
域
で
作
り
、地
域
で
守
る
安
心
安
全

継
続
は
力

「
地
域
が
安
心
で
き
れ
い
な
場
所
に

な
り
ま
し
た
。
と
も
に
活
動
す

る
仲
間
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
話
す
山

下
さ
ん
は
、
今
市
地
区
で
児
童
や
高
齢
者

の
見
守
り
、
ご
み
拾
い
や
毎
週
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
中
心
に
活
動
す
る
今
市

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク

ラ
ブ
の
会
長
を
務
め
る
。
活
動
を
始
め
る

前
は
、
自
分
が
住
む
地
域
に
は
何
の
問
題

も
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
活
動
を
続
け
る

う
ち
、
通
行
に
注
意
が
必
要
な
道
路
が
あ

る
こ
と
や
た
く
さ
ん
の
ご
み
が
落
ち
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
と
地
域
の
見
方
が
変

わ
り
、
見
守
り
の
目
線
が
変
わ
っ
た
。
ク

ラ
ブ
の
発
足
か
ら
４
年
。
地
域
の
人
が
散

歩
中
に
自
主
的
に
ご
み
拾
い
を
す
る
な
ど
、

山
下
さ
ん
た
ち
が
始
め
た
活
動
の
輪
が
着

実
に
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
。「
継
続
は
力
。

一
人
の
力
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
地
域

で
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
」と
話
し
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で

活
動
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

地
域
で
作
る
安
心
安
全
を
、
地
域
で
守
る

活
動
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

露
煮
な
ど
み
ま
た
な
ら
で
は
の
も
の
な
ど
、

ス
タ
ッ
フ
お
す
す
め
の
特
産
品
を
ご
予
算

や
ご
要
望
に
応
じ
て
詰
め
合
わ
せ
い
た
し

ま
す
。
手
渡
し
す
る
の
も
考
え
る
時
期
な

の
で
、
全
国
発
送
も
可
能
で
す
。
い
つ
で

も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://mimatan.com

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！

問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481

毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

学生時代は、県外で一人暮らしを
していました。初めての一人暮らし
は、自由を満喫しながらも、不安を
抱え、一生懸命いろいろなことに挑
戦していたような気がします。幸い
同級生にも一人暮らしが多くいまし
た。授業だけでなく、遊びや食事も
一緒。もしかすると、お互い無意識
のうちに、不安や寂しさを紛らわせ
ていたのかもしれません。いい仲間
に巡り合えたと思います。▼気付け
ばもう 12月。今年も広報作成にあ
たり、たくさんの人に話を聞かせて
もらい、たくさんの笑顔を撮影させ
てもらいました。取材や情報提供な
ど関わってくださる皆さんのおかげ
で完成を迎えることができていま
す。残りの 1カ月、そして来年もよ
ろしくお願いします。＜や＞

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表） 
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和２年12月１日号No.604

わが家の一番星わが家の一番星

わが家の一番星 町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
ご長寿万歳 町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。
また町公式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…https://www.town.mimata.lg.jp）
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12月の旬の食材
・水菜
・カブ　
・リンゴ
・ユズ
・カリフラワー
・ホウレン草
※材料は全て 1 人分です

❶ 主食 /ご飯
168㌔㌍　塩分 0㌘
材　料　�ご飯…100㌘

❷ 主菜 /ローストビーフ
176㌔㌍　塩分 0.7㌘
材　料　�牛モモ肉…60㌘、塩…小さじ 1/12、粗挽き黒こしょ

う…少々、おろしニンニク…少々、ローリエ…1 枚、
油…小さじ 1/2、●赤ワイン…大さじ 1、●バター…
小さじ 1/4、●しょう油…小さじ 1/4、●こしょう…
少々、水菜…30㌘、ミニトマト…2 コ

作り方　�①肉全体に塩、こしょう、ニンニクをすり込む。②中火
で熱したフライパンに油をしき、肉を入れて全体的に
焼き色を付ける。ローリエを入れ、蓋をしたら、弱火で
時々裏返しながら5 ～ 6 分蒸し焼きにする。③肉を取
り出しアルミホイルで包み、室温に30 分置く。④焼き
汁の残ったフライパンに●を加え煮詰める。肉を薄く
切ってソースをかける。⑤ 3㌢長さに切った水菜とミ
ニトマトを添える。

❸ 副菜 /カブとリンゴの柚香和え
41㌔㌍　塩分 0.5㌘
材　料　�カブ…1/2 コ、リンゴ…1/8 コ、塩…小さじ 1/10、ユ

ズの皮…適量、▲酢…小さじ１、▲ユズの絞り汁…
小さじ 1/2、▲砂糖…小さじ 1/2

作り方　�①ユズの皮は細い千切り、リンゴは薄いいちょう切り
にする。②カブは薄いいちょう切りにして塩を振り、
水気を絞る。③カブとリンゴ、▲を全部和え、柚子の
皮を飾る。

❹ 副菜 /�カリフラワーとホウレン草
の豆腐クリームグラタン

190㌔㌍　塩分 1.0㌘
材　料　�カリフラワー…70㌘、ホウレンソウ…40㌘、絹ごし

豆腐…70㌘、■牛乳…30㍉㍑、■塩…小さじ 1/8、
■こしょう…少々、バター…小さじ 1、ピザ用チーズ
…10㌘

作り方�　�①豆腐はザルに入れ、重しをして水気を切る。②ボウ
ルに豆腐と■を入れ、泡立て器でなめらかになるまで
撹拌する。③カリフラワーは小房に分け、5ミリ厚さ
に切る。ホウレンソウは 3㌢長さに切る。④フライパ
ンにバターを熱し、カリフラワーとホウレンソウを炒
める。⑤耐熱容器に入れ、豆腐クリームをかけ、チー
ズを上に散らし、オーブンで焼き色がつくまで焼く。
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●�みまたん駅前よかもん朝市は、開
催未定です。開催の有無について
は店頭でお尋ねください。

今市地域安全パトロールボランティアクラブは、令和２今市地域安全パトロールボランティアクラブは、令和２
年度都城地区交通・地域安全功労賞（団体）を受賞しました。年度都城地区交通・地域安全功労賞（団体）を受賞しました。
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